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 １ 

市民環境調査「川越の樹めぐり」実施報告 
 

１ 目的 

 

 ○市内の巨樹・古木・名木を調査し、長い時代を生きてきた樹木の偉大さを感じ、あわ

せて緑の大切さを学ぶ。 

 ○身近な樹木に関心を持ち、併せて緑の保全に対する意識を高める。 

 ○冊子「川越の巨樹・古木・名木めぐり」のコマーシャルを行う。 

 

２ 調査日 

 

 ○平成２２年１０月２８日（木）９：００～１６：００ 

 

３ 方法 

 

 ○冊子「川越の巨樹・古木・名木めぐり」を参考に実施。 

 ○冊子内の樹木から数本をピックアップし、バスでめぐり、観察を行う。 

 ○幹周りの測定を行いデータ収集するとともに、参加者に正しい測定方法を学習しても

らう。 

 

４ 当日の行程 

 

 ８：４５  川越駅西口暫定自由広場集合、出発 

 ９：３０  調査開始 

       ①尾崎神社のスギ・ヒノキ 

       ②山畑家のケヤキ 

       ③鯨井のヒイラギ 

       ④下小坂の大ケヤキ（幹周りの測定を実施） 

 １２：００ 昼食・休憩 

 １３：５０ ⑤菅原神社のモミ 

       ⑥明見院のシダレサクラ 

       ⑦奥貫家長屋門脇のクス 

       ⑧並木の大クス 

       東部地域ふれあいセンターを案内 

       バス内にて総括、アンケート記入 

 １６：００ 解散 

 

５ 講師 

 

 ○川越巨樹・古木の会 会長 金子 晃 氏 

            会員 皆川 和千 氏 

               渡利 正 氏 

               宮本 賢二 氏 

 

 

 



 ２ 

６ 参加者 

 

 ○広報川越９月２５日号及び川越市ホームページで募集 

 ○対象は市民 ２８名の参加 

 

７ スケジュール 

 

 ○応募（１０月１日（金）から受付） 

  ↓ 

 ○調査（１０月２８日（木）実施） 

  ↓ 

 ○報告書作成（１１月） 



 ３ 

 
尾崎神社のスギ・ヒノキ① 

 
尾崎神社のスギ・ヒノキ② 

 
尾崎神社のスギ・ヒノキ③ 

 
山畑家のケヤキ① 

 
山畑家のケヤキ② 

 
山畑家のケヤキ③ 



 ４ 

 
鯨井のヒイラギ① 

 
鯨井のヒイラギ② 

 
下小坂の大ケヤキ① 

 
下小坂の大ケヤキ② 

 
下小坂の大ケヤキ③ 

 
下小坂の大ケヤキ④ 



 ５ 

 
菅原神社のモミ 

 
明見院のシダレサクラ 

 
奥貫家長屋門脇のクス① 

 
奥貫家長屋門脇のクス② 

 
並木の大クス① 

 
並木の大クス② 

 



 

 ６ 

市民環境調査「川越の樹めぐり」アンケート結果 

 

参加者２８名内アンケート回収２８名 

 

１ 何を見て（だれから聞いて）参加してくれましたか？ 

 

 ①広報・・・２７名 

 ②川越市のホームページ・・・０名 

 ③その他・・・１名（友達に誘われて） 

 

２ 今回の調査の内容は理解できましたか？ 

 

 ①よく理解できた・・・２６名 

  ・木にまつわる他の話があったから 

  ・実際に木を見られたので良かった、雨で残念だった 

 ②よくわからなかった・・・２名 

 

３ 今回の調査に参加して、どうでしたか？ 

 

 ①楽しかった・・・２６名 

  ・神社、先生、木、人に会えて 

  ・楽しみながら樹木の新知識を得た事 

  ・木の生命力の強さにパワーを貰った 

  ・本を見て５年かけてまわった、説明を聞いた事がなかったのでよくわかった 

  ・川越にも沢山の巨樹が有ることが理解できた 

  ・樹と人の歴史を合わせて聞けて楽しかった 

  ・自分一人ではなかなか回れない 

  ・巨木にふれられたから 

  ・これからは気にしながら道路を通りたいと思った 

  ・解説がすばらしかった 

  ・説明してくれた方が博学でいろいろと教えてもらった 

  ・木の測り方など実施できたから 

  ・何気なくみていた樹木に興味がもてたので 

  ・木の説明が良かったが雨で寒かったので、バスの中での説明でもよかった 

 ②楽しくなかった・・・２名 

  ・寒すぎたから 

  ・説明が長かった 

 

４ 今後、行われる緑の保全活動や調査に参加してみたいですか？ 

 

 ①参加してみたい・・・２４名 

  ・木を大切に見守り、保護することがどんなに大切か知らされた 

  ・環境良化の一助になれれば有難い 

  ・自然とはどんなに大切かこれからの人生で勉強する力に利用したい 

  ・木や山がすき 

  ・視野をひろげたい 

  ・まだ知らない所が沢山ある 



 

 ７ 

  ・大変おもしろかったので 

 ②参加したくない・・・３名 

  ・つまらなかった 

  ・一度いけばそれでよい 

  ・年齢的に無理 

 

５ 次は、どんなことをしたいですか？ 

 

  ・森林の整備手伝い 

  ・小動物を見つけに出掛けたい 

  ・市民の森に行ってみたい 

  ・外来種（花や魚）のはびこり 

  ・自然観察 

  ・ウォーキング 

  ・湧水めぐり 

  ・施設めぐり 

  ・今回見られなかった樹めぐり 

 

６ 自由に意見を書いてください。 

 

  ・山畑家の家主が実に楽しくよく説明してくれて感激した 

  ・講師の話題が豊富でずっと聞いていたかった 

  ・福原のしだれ桜とモミの木は残念、川越の財産だと思うので大事にしてほしい 

  ・冊子が古い 

  ・以前に冊子「かわごえの巨樹・古木・名木めぐり」を購入したが見て回れずにいた、

今回参加できて嬉しかった 
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平成２2年10月2５日 

川越 巨樹・古木の会 資料 

秋風の田園風景・・・下小坂の大ケヤキ探訪と鯨井のヒイラギ 

 

鯨井のヒイラギ    

県道鯨井線の交通量多い位置にある八坂神社。 

鳥居の奥、境内左手に薬師如来神社があり、古い歴史を持っている。県道際の一段と高くなっ

た石囲いにヒイラギの古木が板状の幹を見せている。 

根元に石碑が建ち、この地を最初に開墾移住した１３家の氏名が判読しにくい字で微かに読

み取れる。裏側に回ると黒々とした樹皮が見られ根元からは、葉が尖った芽出しの小枝が顔を

覗かせている。４ｍ余りと推定される幹周りが、９０％余りが腐れで欠損。幅１１０ｃｍ、厚

さで２０ｃｍになってしまっている古木。樹木の生きる力の丌思議さを伝えてくれている。 

古木ヒイラギの奥にある八坂神社には、松の根から彫り上げた獅子頭がご神体として祀られ、

７月１５日頃に天王様祭りが行われる。獅子頭が疫病退散の村廻りを行い、万作踊りも披露さ

れている。見るべきもの多い名細地区である。 

 

下小坂の大ケヤキ 

神社横にあった竹藪が綺麗に刈り取られ、根元から幹立ちが全てが見られる。大ケヤキが２

本並び立つ景色は壮観である。向かって左が赤槻、左が青槻と案内版に書かれている。巨樹が

若き時代は、ケヤキは槻で表していたことを知らせている。訪ねた人たちで幹周りの測定を試

みました。幹の廻りを何人かで手を握り、幹に抱きついての「手握りの輪」測定。６人が数え

られた。巻き尺も無い昔は、このようにして巨樹の大きさを測っていた。我が国では、胸高（む

ねたか・きょうこう）の位置がここで決まり、地上１．２ｍ太さ計測の基本とした。しかし、

国際化の流れで世界ランキングが表されると、欧米の人たちの背丈は高く、胸の位置は、１．

３ｍあり世界基準となってしまった。 

今回の大ケヤキの探訪には、初めての方が多いので、巨樹計測をみんなで行った。大ケヤキ

の地上から１．３ｍ計測高さを測る地点を決め計測器を使い幹にテープ印しのマークを行い、 

全員で計測紐を幹に押しつけて、外した紐を神社参道で地上に伸ばして、巻き尺で計測。 

７．８ｍと幹周り計測の数値がでました。参加した皆さんは、なるほどねーーとの気持ちが出

た顔で納得していました。右手の大ケヤキも同じく計測７．９ｍ幹周り数値がでました。 

もう一つ。地上の土が足跡削りで根が出ている所を注目してもらい説明。両方の根が合体して

いる。堅く握りあって生きている大ケヤキである。 

７月中頃に行われる白髭神社の天王祭りには、自治会館から出発した、子獅子・親獅子の三

頭が白髭神社を訪れて奉納の舞が行われる。川越市の指定文化財となり、見に来る市民も多く

なり一層の賑やかさが出ています。 

獅子舞と笛吹きの練習重ねで、復活を進めてきた地域の世話人、平野○○さんの努力が大き

く実った祭りとなっている。大ケヤキの昔姿、下枝が大きく張り出し、枝に乗り、枝にぶら下

がりをして遊んだ、子ども時代を教えて頂いたのも平野さんでした。 

地域の伝統・歴史を守り、語り続ける人がいてこそ、ふるさとがつながって行くことになりま

す。 



平成２２年 6月 27日 

春からの巨樹・古木・・・桜便り     川越巨樹・古木の会 会長 金 子  晃 

① 上戸・常楽寺のしだれ桜 

五分咲きの枝垂れ桜は、人待ち顔で静かに佇ずんでいました。枝枯れも見せずに満開への 

蕾を膨らませ、そよ風に長き枝を揺らせていた。川越の五大枝垂れ桜では、一番若い樹で 

すが、姿が年々よくなっている。この枝垂れ桜は、本堂に向かい対になっていたもう一本 

の枝垂れ桜がありましたが、昭和２０年代で焼失した本堂とともに火の粉を被り焼け、命 

を終えた。しかし、もう一本ののしだれ桜は難を逃れて残り、薬師堂の横手に大きな姿に 

なっている。西側の道路からの遠目で見ると二本の桜が一体に写り、しだれ姿を大きく見 

せていました。ライトアップ施設が根元に置がれ、写真撮りには邪魔になっていました。 

② 榮林寺のしだれ桜 

   一番気になっていた、しだれ桜でした。門をくぐり姿が目に入ったときにやはり・・の驚 

き姿がありました。樹冠に伸びる枝は少なく、墓地側に伸びた２０ｃｍ程の太い枝は、バ

ッサリと切り落とされていた。枝枯れの兆候が出ていた昨年の春。盛り土した根元を大き 

な庭石で囲い、井戸の桝囲いも置かれて数年。根元に重量をかけて通気性を閉ざした根元

土。鉢植えに見立てて大きな石囲いをしていた根元飾り・・いいのかな・・の疑問を重ね 

ていました。桜本体の樹勢衰えの樹姿を見て、改善の手当てを施したので、ややほっとし

ました。根元近くの幹肌は腐れが入っているので、回復には数年がかかると思います。川

越で一番の幹回りのしだれ桜・・寺院の庭に生き続けるのを見守りたいと思いました。 

③ 喜多院・庫裏前のしだれ桜 

このしだれ桜は、川越で一番早く咲き始める樹です。しだれる枝は、さほど長くない。色 

が、濃いさくら色を見せる樹。庫裏の前から、宝塔をバックにした樹姿が素晴らしく、私 

のお気に入りの景観。数年前には、根元を隠した植えこみが多くありましたが、刈込を続

けて今は根元がすっきり・・樹勢が伸びる状況になりました。 

④ 中院・本堂脇のしだれ桜 

 川越で、人気一番のしだれ桜。中院がこの地に移転された時に植えられたしだれ桜と、伝 

承されて樹齢が 280年とも言われている。このしだれ桜も、昨年まで幹に黒ビニールが 

巻かれていた。樹冠に伸びる枝が年ごと に枯れこみ、危うい樹勢になっていた。なぜ、黒 

ビニールで包まれていたのか。今年は幹巻きの黒ビニ－ルは外されていた。幹に割れ目が 

見られ、そこに幹を下る根が降りていた。幹枯れがあり幹上部から根が出るように、土ふ 

さぎを行いビニールで覆い、根が伸び下がる養生を行っていたのだと、今年の幹姿を見て

判明しました。２８０の年月を得ると、切りこみを行った枝幹から腐れが入り、樹皮を部 

分的に枯らしてしまう。しかし、再生への手を加えるとしだれ桜自身の力で、地上へと根 

を生やし生きる力を出す。植物の力強さが見られたしだれ桜でした。 

⑤ 今福・明月院のしだれ桜 

明見院のしだれ桜は、中院のしだれ桜から生まれた苗木を移植したとの伝承があり、樹齢 

が明確になっているしだれ桜でもある。本堂前に植えられ、寺院映りの良い景観を見せて

いましたが、この桜も枝枯れが多く出てしまい訪ねた日は、花が少なくなって咲きごろを

過ぎていました。幹下から出ている若枝には、早くも緑の若葉を出していました。 昨年、

この桜探訪を行うにあたり、下見に訪れ寺院の方と出会う事があり、根周りに植え込まれ

たアジサイ、オモト等はどかしたほうがいいのですが、とお話したところ、外の駐車場に

植え替えていました。本堂前に鐘楼を建てた時に桜の根を相当痛めている。樹冠に伸びる

枝には、枯れこみ剪定された太い枝跡が数多く見られ、本格的な改良が必要と思いました。 
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